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植草学園
公開講座2023

～特別支援教育・インクルーシブ教育/保育講座～

個人視聴の他、研究会、職場研修等にご活用ください。期間限定オンデマンド形式でお届けします。
配信期間：12月中旬～1月下旬 受講料：各講座１，０００円（期間中何度でもご視聴いただけます）

※これは、夏期に開催した講座のリバイバル配信でございます。ご注意下さい。

Ⅲ.入門自立活動の
授業づくり

～自閉症・情緒障害特別支援学級や
発達障害通級指導教室での具体的展開～
自閉症・情緒障害特別支援学級や発達障害通級
指導教室の新任の先生方が最も苦慮するのが
教育課程の中心に位置付く「自立活動」です。
本講座では、自立活動の実際の授業を例にしな
がら、授業づくりのポイントを具体的に確認
していきます。主に新任や若手の先生方を
対象とした講座です。（75分）

佐藤愼二（植草学園短期大学 教授）による

Ⅰ.通級学級の
｢特別｣ではない支援教育
～ユニバーサルな
学級経営と授業づくりの実際～

小学校・中学校・高等学校におけるユニバーサル
な学級・授業づくりを具体的に検討します。

通常学級ユニバーサルデザインとは、
配慮を要する子どもに「ないと困る支援」であり、
どの子どもにも「あると便利で・役に立つ支援」
を増やす学級・授業づくりの方向性です。(90分)

Ⅳ.『気になる』子ども
保護者にどう伝える？
～保護者との連携を考える～

Ⅱ.知的障害教育における
授業づくりの実際

～｢力をつける教育」から
｢力を使いたくなる教育｣へ～

幼稚園・保育所・小学校・中学校・高等学校にお
いて、「気になる」行動に私たちが気づいた際に、
それを保護者にどう伝えたらいいのか……思い悩
みます。「伝えられる」保護者の立場で考えれば、
簡単に「受け止める」ことはできないからです。
本講座では「伝えられる」保護者の立場と
「伝える」保育者・教師の立場を織り交ぜながら
「どう伝えるのか？」を真正面から取り上げ、
保護者との連携を具体的に考えたいと思います。
(80分)

子どもから「先生、これは何のためにやるの？」と
授業中に問われたら、答えることのできる授業が
本物の知的障害教育の授業ではないかと思います。
本講座では「何のために」という「授業」の本質を
踏まえながら、子どもが「力を使いたくなる」
知的障害教育の授業づくりの実際を具体的に
検討します。(95分)

植草学園大学総務課公開講座係 森・平川
千葉市若葉区小倉町1639番3 TEL：043-233-9348 平日９時～１７時
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